






















[別紙様式 8] 
課題番号

総 09-011
継続

密主 08-017 

注:祭題議長号を記入してください。

平成21年度 学術研究助成金成果物報告書
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日本大学総長殿

所属・資格 本部・研究所教授(医学部・教授)

下記のとおり提出いたします。

1 種目|一般研究(個人研究) /一般研究(共同研究) /位互主〉 注:該当する穏回O摘んでください。

2 研究課題

進行性腎障害に対する PIポリアミドによる遺伝子治療の開発

3 研究組織(共間研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

松 本 紘 一

-研究分担者(役割分担)

羅 智靖 (IgG受容体に対する PIポリアミドの研究)

資藤 ?!l (ポリアミドの化学修飾、分子設計)

松 本 宣明(遺伝子治療薬の物性、薬物動態)

福田 昇 (PIポリアミドの開発実験)

上野 高浩 (PIポリアミドの開発実験)

杉山 弘 (PIポリアミドの合成)

4 学会発表等 (婆言集の抜き刷り，発き豊原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

ト!oboruFukuda， T泳ahiro 14m International Congress Transcriptional regulation for a progressive 2010年 3月
Ueno， Koichi Matsumoto， of Endocrinology renal disease by a gene silencer 
et aL pyrrole“imidazole polyamide targeting 

TGFや1promoter 

梶原麻実子，上野高治， 総第会53四日本腎鱗学会学術 新子抑規制LuPpuIsポ腎リ炎ア治ミ績ド薬のと開し発てのFcerlg遺依 2010年 6月

福田 羅智靖，松本紘

-i4tli-i雨漏lati記alSHR……向山Noboru Fukuda， Takahiro TRANSCRIPTIONAL REGULATION OF 2010年 9月
Ueno， Koichi Matsumoto， Symposium PROGRESSIVE RENAL DISEASE BY THE 
et al. GENE SILENCING PI POL Y AMIDE 

TARGETED TO TGF-sl PROMOTER 

5 著書・雑誌論文 (務審・索機・抜き制り害事を添付してください。コピーの場合は掲載されたことが客観的財コかるものを添付してくださ~\)

著者・執筆者 著書名・雑誌名/論文名 巻・号 年月 出版社・発行所

松本紘一，福田昇，上野
高浩，羅智靖，鷲藤烈， 日大医学雑誌/腎疾患の進展阻止を目指した

68・6
2009年 12

日本大学医学会
松本宜明，杉山弘， 新しい治掠戦略の開発 jヲ
他 5名

※ホームページ等での公開の⑤否) いずれかをOで慰んでください。否の場合は理由蓄を添付して下さい。



[成果物 8-2]

6 その他の発表

新聞掲載

発表/掲載者名 新聞名 (朝刊・夕刊) 掲載年月日

晶目可・““・・“H・H・・・・“4・・4“ ・ ““4・H・H・“......・““"“H・“・"“・““““““““仲"“““凶凶H“・ 町......._......_..・ ........時“.....................，....・ H・"“““"“仙_....・・

-・6開......“_"件"‘崎町旬、““"い崎崎柿H叫嶋崎““・・“"“ ““町時““M柚柚“品“ “““““町凶ω ““・H・“同町"“・・ 品叫“J‘柚柿町内・ .可・司・咽 “‘'ー-ーーーーーーー・・ーー・咽‘ー・・・e・・・・・・4・4 ・町・町・

その他(ビデオ， CD，シナリオ，写真，舞台等)

氏名 提出物 内容 数量

明白山““・ー‘‘.........，.................・....... 町町・M ・司園町市 町四町 町田 "町・・・・ H“““"“‘"““H・H・‘・M・ “‘ーー，‘ーー‘ーー.‘・4・・ιι4・“‘、“、4・、、・J‘・-・4・・6‘‘'町b・4・・‘・・，号、白』町，町砂町'‘'‘‘・・・.唱砂町砂町砂町

・“........““臥H“ μ ““"“川 __“何曹司争柿ー咽 咽 ・e・町 ・・-町 町内・・H・・ “"““"・・4“ー・““。・M・““叫““““軸帥帥四・H作帥 町町問町内咽...................“"

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

(他の研究への発展)

(その他)



【別紙様式 8] 
課題番号

総 09-012
継続

金~ 08-020 

注:課題答号を記入してください。

平成 21年度 学術研究助成金成果物報告書

平成 2 3年 4月 2 3沼

日本大学総長殿

氏名

所属・資格一一一一一一一{医警部…三…教授…一一一一一

下記のとおり提出いたします。

1 種目|一般研究(個人研究) /一般研究(共同研究) /(j亙亙芸〉 注該当する種尽をOで囲んでください。

2 研究課題

脱分化脂肪細脂 (DFAT) を用いた細胞治療法の確立に向けた研究

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

松本 太郎

-研究分担者(役割分担)

平山 篤志(心筋再生の研究)

音言 )1頃之助(骨組織再生の研究)

高橋 悟(平滑筋再生の研究)

加里子 浩一郎 (invivoにおける細胞動態の研究)

福田 昇(血管再生の研究)

野呂 知加子(遺伝子・タンパク発現解析)

入部 雄司 (DFATの特性解析)

4 学会発表等 (婆旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名 学会名 発表テーマ 発表年月

松木太郎，福田昇， 日本涯工学治療学会第 脱分化脂肪締胞(DFAT)による 2009 4月
加野浩一郎，平山篤志， 25回学術大会 心I鼠管病の再生医療
龍11関之助，高橋悟，
野呂知加子，入部雄司，
松本紘一

M・ 抽 “ “ “ 町 砂 防司、伊"可明町句“叫山田凶可凶h 白司、暗号.吋"句切句、ー “ ““““““H““““4・u・u‘ ・““ “ “"“ " ““可 ・4・“ ““““ -・

Taro Matsumoto， K The 9th Wor ld Congress on DEDIFFER包NTIATEDFAT CELLS AS A NE¥V CELL 2009年 7月
Kano， N Fukuda， A lnflammation SOじRCEFOR REGENERATIVE MEDICINE 
lIirayama， S Takahashi， 
Y Iribe， C Noro， et a1. 

咽V唱酔町F町F町F町F目‘守、‘‘・4・4・4・ ・1酔4・ 咽・ 町酔町酔唱 町酔唱町"町・晶陶町F町町F目‘町F目‘町F町 町 町r唱町町F咽咽 ・4・4・4・4・ ・ ・ ・ ・ 町 ・ ・ 白 町 ・4・4・4・4・4・4・・・4・4・4・6・4・4・4・4・・4・・4・4・・4・・4・4・4・4・4・4・・4・4・4・e・・4・・4・4・4・4・4・4・4・4・4・・4・ーー・ーー・b -唾白'‘ーー・白‘白'‘ 目島‘・・・・白・“・“““‘ーーーー白‘白‘白‘‘島町島副島““““““““‘白，白‘'““““ー‘・白'‘白，白島田』副島・ 6島ι ・6島副島田』・6島田』ι副島副島田』‘目』副島・・J‘・・・・目“・・・J‘ー・‘・‘J‘・目品目』ι目』ιιι目』白』副島田』町'ー

Taro Matsumoto，五oichi The 7th Annual Meeting of Dediffercntiated fat cells as a new cell 2009年 10月
Kano， Noboru Fukuda， the lnternational source for r巴generativem巴dicinc
Yuji lribe， Atsushi Federation for Adipos巴
Hirayama， Satoru Therapeutics and Science 
Takahashi， Chikako 
Noro，巴ta1. 

町F柿 司 可 ・ 司 ・ 咽 ・ ・ ・ ・ “4・・“可““

松本太郎，福田昇，加野 第 6回日本大学先端バイオフ 鋭分化脂肪細胞を用いた再生医療実現lこ向けた 2010 fJ三2月
治法ß，平 ~IJ l誌j乱総順 ォーラム 取り組み
之助，高橋悟，野呂矢II加
子，入音11雄司，松本紘…コ
fせ16名

5 著書・雑誌論文 (著書・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合同窓載されたことが客観的財コかるものを添付してください。)

著者・執筆者 著書名・雑誌名/論文名 巻・号 年月 出版社・発行所



[成果物 8-2] 

6 その他の発表

新聞掲載

発表/掲載者名 新聞名 (朝刊・夕刊) 掲載年月日

松本太郎 日経蔵業新開 2011年 1月6日
-・ ・・・J・・4・e・e・-・6・・4・6・・・・・4・6・・・4・e・e・-・・・・ ・・・・ ・・ ・・ ・・・・ ・・・・・・・・ ・・・4・・・・・・・・4・6・・・・・・・・・・・・・・・・4・4・・1・4・・1・4・目‘・4酔 '‘町F咽F唱酔町r・・砕咽‘町r‘"“F咽目‘‘F唱目‘・・園町F町F町F町圃園町F町F町F目‘町F目‘F町F町F町F圃園田‘町F咽目‘町F目‘'‘咽咽咽司 ・司目‘町F・p・咽 町r‘F町r‘ー・・咽町圃圃圃園町r‘町F町F園町F町F咽目』目』町，目』町，目目目』竜田・・・・・‘・目』白'町・・・・・ 6島田』‘白島田』‘白』白'““ー ι‘ι白'‘ー‘ー‘ーー‘‘ ー‘ ー“““‘‘ー‘ー‘ー‘““副島田島副島副島田島田島副島田島‘副島副島田島田島‘副島田島‘副島田島田島副島田島田島 6・

目‘・A 白‘・・・・・・4・4・・・・・・・・・・4・ ・ ・・4・

その他(ビデオ， CD，シナリオ，写真，舞台等)

氏名 提出物 内容 数量

町・・目 ・・‘・・・・ー 白』‘ ・，目』目』“ ー.‘・・目』白』副島‘・‘・‘・‘J““・“J‘J‘J‘J“‘J““““‘ ・ ・・・・・・・・・ ー・・ ・・ ー・ ー・ー・ー・・4・4・・・・・・4・・4・・・4・・・・・4・・・・・且ー. ・・・4・且・・・・e・・e・e・・・4・ ・ ・ ・ ・4・a・・4・・4・・4・・4・ ・ ・ ー ・ ーー・ー・ー・ー・ ー. -・ ・・ ・4・4・4・4・4・4・・4・4・・1・・4・‘・・・・1・4・E・

ー・ー・ーーーーー・ ・・ ・・・e・e・-ーー町酔唱・暗号唱酔咽暗号町酔町酔町F唱酔咽・・可・可・圃圃圃司圃可・. 」‘・J‘J‘・・J‘・4・目』‘白，目』白』副島・6島田』“・・“・‘J““J‘J“‘ー“J“‘“ー ーー“ー ι‘ーー‘ιι ・・白'‘白島田』白，ι“ J‘J“J‘J““‘J“‘・J‘・・“‘・‘・‘・・““・‘・・・‘・‘・‘・・‘ー・・ 6島田 ι』目』‘白』副島‘ 白』ι目』‘ー.目』 ‘・・‘・‘・‘J‘J“・J‘・J‘・白'‘ 白'・・白，目白，目』‘・・・・‘・・・・・・‘・・‘・・・・・‘・・・J‘・J‘ー・・・‘・・J‘J‘白'・白』“・ ‘・J“J“・‘J‘・・J“ J‘・‘J‘・・J‘・・J‘J‘J‘・J‘・‘・‘・‘・・‘ーー‘・・‘・・‘副島田』ιι‘ι‘白‘ーー‘ーー 6・・・ー ・4・・・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・6・4・・・・4・・6・・・・・6・‘'・6・・4・6・・4・・4・・・4・・・4・

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

平成 23-25年度文部科学省科学研究費補助金・基盤研究(B)

f高齢者難治性疾患に対する脱分化脂肪締抱を用いた細胞治療の確立J

(他の研究への発展)

• H膏帯血移植時の生着促進を目的とする DFATi細抱治療の開発

- 慢性炎症性腸疾患に対する DFAT細胞治療の開発

• DFATを導入した機能的人工皮膚の開発

- 椎間板変性症に対する DFAT細胞治療の開発

(その他)







【別紙様式 8] 
課題 番 号

高~ 09-022 
継続

まち 08・028

注:課題番号を記入してください。

平成 21年度 学術研究助成金成果物報告書

平成23年 3月 31日

日 本大学総長殿 ，・ー一

氏 名西山典宏

所属・資格 松戸歯学部・教授

下 記 の と お り 提 出 い た し ま す 。

1 種目|一般研究(個人研究) / 一 般 研 究 ( 共 同 研 究 ) /0総合研究
注・該当する種目をOで翻んでください。

2 研 究 課 題

ワ ン ス テップボンディング材による歯質接着システムの構築

3 研 究組織(共向研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

西山 典宏

-研究 分 担 者 ( 役 割 分 組 )

前田 隆 秀 ( 松 戸 歯 学 部 )

曾 田 雅 啓 ( 松 戸歯学部)

中島(藤田) 光(松戸歯学部)

平田 光 男 ( 生 産 工 学 部 )

4 学会発表等 (要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発 表 者 名 学会名 発表テーマ 発表 年丹

酋山典宏，谷本安浩，前 日大口腔科学会 ワンスアップボンディング材による歯質 2010年 9Jl 5日
出隆秀，舎悶雅啓，中島 接 着 シ ス テ ム の 構 築

(藤田)光，池見宅可，

平田光男
-ー・J・・・・・・・・・・J・ー・ー‘・・・晶、・・6・‘・・・可・6・・・J・・・・J・・・・・J・・ー ー・J・ー.・・・・4・・・ b・・6・'・6・・6・・ 曹司、晶晶圃曹司・A・曹司・4・曹司・・・曹司・4・・・4 町F唱晶町r“咽 町r“

・・‘町，目』晴、，目』町目』目』ι目』ι目』・・J‘・・J‘ー・J‘・唾白'“副島田』副島田』目』・6・J‘ー.ι目』・目・6・・6・6・J‘目』副島田』ι目』目可・・J‘・6島田』副島・・・・6島」‘・・‘4・J‘・ -ー・ 6・・ 6・・ b・・ー 町・4・4・e・町・4・4・4・町・・4・・4・・4・・ 6・町・4・・ ・6・4・4・6・4・4・4・4・6・・・6・4・4・4・・・4・4・6・4・・ b・6・4・4・4・4・4・4・4・4・6・・ ・・4・6・， ・・・ ・4・・4・・4・・.・・・4・・・ ・4・4・・・ ・・・・・・ .可・・・.曹司・+可・可・・・・曹司曹司・・ ・4・ ““““叫M可.可回目白帥臼曹回目曲目曲目白山田』町田山田・日戸勾句"

ー・町咽唱‘・・曹司・A曹司・‘'‘'‘.曹司曹司・晶晶・曹司・

・・4・4・6・4・4・6・4・4・4・4・4・6・4・4・4・4・・4・町・4・4・4・4・町・4・4・4・・町・4・町・4・4・4・・町・4・ 司‘'‘晶晶園田“‘園田“‘町r‘町F圃曹司司・司町r“‘町F晶司唱可・ 咽‘暗号目‘町酔目“町F目‘咽咽司唱可・司町F目‘町F目“町唱唱可・ 目‘咽町F目‘町F目“咽 町F目‘町酔目“咽唱可・目‘町・唱可・‘町F咽町暗号曙目‘町F町F咽 町F晶町F 町F咽町・目‘町酔目‘町曹司 町F目‘暗号目‘町酔晶目‘咽町F目“咽 町F目‘・曹司目‘町酔町酔唱可町酔晶町酔司 町酔町酔唱'‘咽 咽町酔唱町酔唱 酔唱酔唱酔唱町酔町酔+町酔+町酔町酔+町酔町・4・+可・4・・可・・曹司可・4・ ・曹司目‘'園、，

ー町酔町酔町酔咽，咽町酔町酔町F咽町酔町酔町町酔唱町F咽町F町F目“町酔目‘町司町F町F町r・咽目‘町咽町F町F目‘町F目‘・司可・ 目』町"目』ι目』・目』・・・目』・目』目』ι.目』副島田』副島・・・・・・J‘・‘-ーー・・‘ー.‘ー.‘ーー・・・・・・目』・・・““・・J‘・J‘ι‘ー.“ー“・J‘・・・」‘・・・‘ーー.‘・・J‘J‘・・・・・目』ι ・J‘白』‘ーー‘‘4・・目』白'‘・目』目』副島田』目』副島・6島田』・J‘・・目』目』目』副島.“・・晴曹目』目』・‘・6・6・J‘ー・・目』目』・・6島田』目』目』副島.“ー目』目』ι 目』‘ー.目』目』目』目』・・・・・・・・J‘・6・J‘・・・‘・・目』副島目』副島“目』・・・・・目』・目』目』目』目』副島田』目』ι目』・・・・6・・目』ι目』目』目』目』ι目』・6・6・・6・・可』目』目』目』目』目』目』目・6・6・6・・・J“‘・目 叫町目白町田山田町F回目回目白“町町刊 “" 

5 著書 ・ 雑 誌 論文 晴著書幽雑誌・抜き刷り等を添付してくださ仇コピーの場合i対溺表されたことが苓観的にわかるものを添付してください。)

著 者・執筆者 著書名・雑誌名/論文名 巻・号
ITで

販社・発行所

Kou Fuji ta， Shen羽a，
Masahiro Aida， 

Journal of Dental Research， Effect of reacted acidic 
Takahide Maeda， Takuj i 90巻5号 2011年5月 SAGE 
Ikemi， Mitsuo Hirata， 

monom巴rswith calcium on bonding performance 

Norihiro Nishiyama 

※ ホ ー ムページ等での公開の⑤否) いずれかをOで屈んでください。否の場合i之理轄を添付して下さい。
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7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

平成 22年度科学研究費補助金『新規ワンステッフ。ボンデ、イング材の接着システムの構築』を獲得

(他の研究への発展)

ワンステッフ。ボンディング材の開発研究は現在も継続中であり、得られた成果を基に特許を申請する予定で

ある。

(その他)



| 課題番号 l 総…-
注:課題番号を記入してください。

8] 【別紙様式

学術研究助成金成果物報告書平成21年度

平成 23年 3月 31日

殿長主公
11'11.:.-' 

;UL. 
寸こa大本日

名氏

松戸歯学部・准教授所属・資格

注該当する種§をOで囲んでください。

下記のとおり提出いたします。

種目

研究課題

日本大学の新しい放射光 LEBRA-PXRの高度利用に関する基盤研究

/ 一般研究(共同研究)/ 一般研究(個人研究)1 

2 

研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

.研究代表者

寒荷江登志朗・松戸歯学部・准教授(企画、総括、 X線実験)

・研究分担者(役割分担)

佐藤 勇・総合科学研究科・教授(加速器の応用開発)、新冨孝和・総合科学研究科・教授(加速器の性能改良)、

田中俊成・量子科学研究所・教授仇B速器の安定化)、早川 建・量子科学研究所・教授(加速器の憧常運転)、

早川|恭史・量子科学研究所・准教授 (PXR開発研究)、山本 覚・理工学部・教授(電子材料研究)、
鈴木 譲・理工学部・教授(プラズマ現象研究)、岩田展幸・理工学部・専任講師(電子材料開発)、

山本浩嗣・松戸歯学部・教授(病理組織研究)、金岡 隆・松戸歯学部・教授(放射線機器開発)、

早川i徹・(現)鶴見大学・歯学部・教授(歯科材料開発)、鈴木久仁博・松戸歯学部・教授(細胞組織研究)、

岡田裕之・松戸歯学部・専任講師(病理的石灰化物研究)、山本 仁・松戸歯学部・専任講師(細胞培養実験)、

谷本安治・松戸歯学部・准教授(歯科材料研究)、中国浩史・松戸歯学部・専任講師(歯科イン7"";ント材料開発)、

森啓・薬学部・助教(加速器を利用した概定法)

学会発表等

3 

発表者名

両橋由要芋了耳Jil恥
史，桑田龍生，寒河江
登 志 朗 ， 問 中 俊 成
早川建 ， 佐 藤 勇

首穣百実字ア平)寸恭一「駕71一面~荷物恵三手答!っマヲヌトリック X線商務才ヌてここ抗ア下2010つ百七百一一一一l
史桑田隆生，寒持江 12010 Iグへの応用…医用画像診断のプレー
登志顔，田中俊成， I Iクスルーを目指して
早川建 ， 佐 藤 勇

高高百英字て草)
史・桑田龍生・寒河江
主主志隣・田中俊成・早
川i建・佐藤勇
高帯宙実字一.一軍JTI恭一「第一23岳山自信末殻東光平苔
史・桑田龍生・境武志。|年会
寒河江登志願・中尾圭|放射光科学合同シンポ
佐・野上寄子・稲塩!ジウム
学・田中俊成・早川
建 . 佐 藤 勇
安河在蓋志E頭砿勇克:溺蔀末友庇在T下白妻第写お賠E夜玄砲苗萄蹄蒋墓礎医辞苧z套苔5ζ'…“一つ1甘一セl::下下凶て7百王芋;:芹貰語高万抗I滞譲菌薪菩:広と三てE右宕…「は20品1石下.9下;
博，山本f仁二 I I 3次元配向解祈
す蕊区ζ弓F五百五百五:γ「畑山高nAssお五115Z75JIBEEf五百J32訂正よ百五長五己主五日J吉田五日三百E67157Em--一一l

Takahashi， Y Numata， T I Dental Research I brilliant x-ray source 
Hayakawa， H Okada， H 
Nakada， T Tanaka， K 
Hayakawa， I Sato 

発表年月

2010・9・10

(要旨集の抜き制り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表テーマ

パラメトリック X線を用いた位相コン
トラスト法による生体イメージング

4 

パヲヲ下すすす玄諌を南下定ヲすこ己百百
置回折強調イ

牙5
20 

六すす下す亨す玄藤若南下支韮務標末“riるIO-:-4-:-6一一一一一一---1

のイメージング

X=ray phase contrastτ証言1五五百“高}五五一「五百日つτ1. 2万一一一一
tissues 

T Sakae， H Okada， H I ]apanese Association for 
Nakada， K Suzuki， H I Dental Research 
Yamamoto 



5 著書・雑誌論文 箱嘗・雑誌・抜き刷り等を添付してくださ仇コピーの場合同母裁されたことカ溶観的にわかるものを添付してくださ1，¥o} 

著者・執筆者 | 著書名・雑誌名/論文名 | 巻・号| 年月 | 出版社・発行所

T Sakae， K Hirayama， H 
Yamamoto， K Suzuki， Y 
Hayakawa， Y Takahashi， 
T Kuwada， K Nakao， K 
Nogami， M Inagaki， T 
Tanaka， K Hayakawa， I 
Sato， M瓦akei

TS誌ae，Y Hayakawa， 
Y Takahashi， T 
Tanaka， K Hayakawa， 
T Kuwada， K Nakao， K 
Nogami， M Inagaki， H 
Yamamoto， N Iwata， K 
Suzuki， A Mori， Y 
Tanimoto， T 

Hayakawa， H Nakada， 
T Suwa， Y Numata， M 
S田 mitsu，Y Sato， H 
Okada， H Yamamoto， 
K Sekiya， T Kaneda， H 
Nishimura， E 
Kitamura， S Hata， Y 
Akimoto， K Suzuki， H 
Yamamoto， T 

Shintomi， 1 Sato 

J Hard Tissue Biol ・Three dimensional 
orientation analysis of human enamel 
crystallites using x-ray diffraction 

Int J Oral-Med Sci . X-ray 
Phase-Contrast Imaging and X-ray 
Absorption Fine Structure Analysis 
using Parametric X-ray Radiation 
Generated at LEBRA， Nihon University 

20 (1) 

9 (2) 

2011，4 

2010， 12 

The Society for 
Hard Tissue 
Regenerative 
Biology 

日本大学口腔科学
研究所

※ホームページ等での公開の <0否) いずれかをOで臨んでください。否の場合は，翠白書を添付して下さい。
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その他(ピデオ， CD，シナリオ，写真，舞台等)

氏名 提出物 内容 数量

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

(他の研究への発展)

(その他)

生体医工学シンポジウム 2010 ベストリサーチアワード (2010年 9月 10日)

高橋由美子、早)11恭史、桑田隆生、寒河江登志朗、田中俊成、早川建、佐藤勇

パラメトリック X線を用いた位相コントラスト法による生体イメージング
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